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学生が関心を有する福祉領域
一講義「研究法の基礎」の反省として一※
山　口　雅　功※※
1　はじめに
　筆者は，社会福祉学科専門科目としての講i義「研究法の基礎」を，1997（平成9）年より試
行錯誤を繰り返しながら現在まで担当している。この間，学生に提示する課題の改良を重ねて
きた。学部開設の1期生が2年次になった年に実施した課題の分析結果は，すでに報告済であ
る（山口雅功，1999）。そこで，本論では，2001年度に実施した課題としてのレポート（小論
文）に関する分析を，講義「研究法の基礎」の自己点検をかねて報告し，今後の筆者なりの問
題提起とする。
　社会福祉学部社会福祉学科は，1996（平成8）年4月に開設され，本年で7年目に入った新
しい学部学科である。この間，入学した学生は，当然ながら社会福祉を学ぶ目的で入学してき
た諸君である。しかしながら，学習目的や意欲には個人個人の目的意識によりそれなりの相違
があるのも事実である。なかでも，本学部の採用している入学試験の方法によって目的意識の
差異が目立つ。すなわち，入学試験を時系列的にみると，秋のAO入試と指定校推薦入試・公
募性推薦入試，1月のセンター入試と2月のA入試（一般入試），3月のB入試（一般入試）等
の試験区分で実施されている。この結果，入試区分による学生の目的意識も異なるようであ
る。
　このように入試区分は，複雑多岐にわたっているのが本学部の入学試験の結果であるが，こ
れら各種目的意識の異なる学生に，それなりの問題意識を持ち，課題処理能力を有し，社会福
祉の修得を進展するように指導するのが教員の務めであろう。そのためには，学生が現在どの
よう・な福祉分野に関心を持っているか知ることも重要かと考え，また，その関心をどのように
各自が処理できるかを教育することも必要と考える。そのため，筆者は，ゼミナール指導にお
いては，各年次ともに，ゼミ所属の学生に研究課題を設定させ，ゼミ指導を通じて論文指導を
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実施してきた。この論文指導は，社会福祉学部の前身である，立正大学短期大学部社会福祉出
時代のゼミ指導に類似している。短期大学部時代のゼミ指導の内容については，すでに報告済
である（山口雅功，1997）。社会福祉学部になってからのゼミ指導については，後日，まとめる
予定である。
H　講義「研究法の基礎」の内容と課題
　筆者の担当している「研究法の基礎」は，基本的には2年次生の全員が履修することになっ
ている。単位数等は，半期開講の講義科目で2単位の科目である。講義の性格上なるべく少数
での教育を目指し，科目を前期および後期り2科目に分割して実施している。講義の実施にあ
たっては，社会福祉を学ぶにあたっての研究方法について各種の視点から追跡している。学生
が4年次生で選択ながら履修することになる卒業論文作成や，各年次に約定されているゼミ
ナールの論文・各種レポート作成，を前提として講義している。
　講義においては，論文やレポートを如何に有効・合理的に作成するか，そのためにはどのよ
うに研究を遂行するのかを念頭において，研究の方法とまとめ方を講義してきた。研究の方法
としては，学生個人のデーターベースの作成，机上での文献調査，フィールドワークとしての
調査方法等をアンケートや実態調査の例を取りながら説明してきた。その講義過程で若干の小
課題も提出させたが，講義の最後には，単位請求としてのレポート（小論文）を提出させた。
その単位請求のレポートを，筆者の講義の反省をするためにまとめたものが，本論である。
皿　学生が関心をもつ題目
　このレポート（小論文）は，講義の終了の数回前に課し，「各自が関心を有する研究テーマに
関する各種研究論文の研究方法の分析」という課題で，「この研究方法について，先行研究の論
文読破をとおして，これら研究の方法についての机上での研究を行ない，研究方法についての
小論文を作成する。方法は具体的に書き，文献は多いほど良い。レポートの構成に注意するこ
と。レポート提出時には，内容が分かる表題にして提出する」となっている。提出された用紙
は，筆者が与えた指定用紙（A－3版，52文字×38行，1976文字）1枚で，この分量に広義・
狭義の福祉分野を問わず，学生各自が関心を有する福祉分野の題目について研究を遂行するに
あたっての先達の研究方法を分析し，レポート（小論文）にまとめるものである。
　この課題は，現在すぐに卒業論文を書くならばという前提条件として，その研究目的と方法
を小論文とする課題である。すなわち，卒業論文でみるならば，序論の部分をひとつの論文と
する小論文で，インドワークとしての机上研究によって作成した課題である。この課題に対
し，学生諸君は積極的に取組み，内容の濃い小論文が数多くみられた。一方，研究論文や定期
刊行物の意味を理解できない学生もおり，講義担当老としての指導が不十分であることも知ら
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れた。以下，学生諸君の提出した論題を提示しながら，学生はどのような福祉分野に関心を
持っているか述べたい。なお，本論で述べる学生諸君の論題は，2001年度の「研究法の基礎」
での論題のみで，当該年度以外の論題は含まない。
　以上の論題から，学生諸君はどのような福祉分野を指向しているのか，筆者なりの推定を行
なった。そのために，学生諸君の論題をいくつかの福祉分野に分類した。分類にあたっては，
筆者なりの分類としたが，，不備は多々あることと思う。
　学生の題目は，全体で360編であった。在籍学生数と一致しないのは未提出等の為である。こ
れらを分類して表一1から二一11にまとめた。ここに掲載した題目は，原則として学生の記述
した題目にしたがった。なお，学生の多くは，「○○○○○○○に関する研究方法の分析」とし
てあった。そのため，「に関する研究方法の分析」の部分は，削除してある。また，学生それぞ
れの題目を表示したため，同じ題目が数多く表に掲げられることになってしまっている。
　学生の題目を筆者なりに分類した中で，もっとも多かったのは，高齢者福祉関係の題目で
あった。これらの本数は，107編を数え，全体の29．7％であった（表一2参照）。ついで多かっ
たのは，表一3の障害者福祉関係の85編で，ついで表一4の虐待関係と表一5の児童福祉関係
で，前者は60編，後者は22編を数えた。以下，地域福祉関係，医療福祉関係，家族福祉関係等
となっている。なお，社会福祉全般的な題目や福祉関連の題目も多かった。
IV　課題作成にあたっての参考文献
　上記の課題を，インドワークとして学生が作成するにあたり参考にした各種文献を整理し
た。学生が参考にした文献には，各種の定期刊行物があげられ，多くの大学や短期大学および
大学以外の紀要・論集の他に，各種学会の学会誌，研究会誌，市販されている福祉関係雑誌が
あった。推定であるが，これら定期刊行物を学生個人が購読している確率は少ないと考えら
れ，大半の学生は立正大学図書館や社会福祉学部図書室に備えられている定期刊行物を閲覧，
まとめられたものと考えられる。学生のなかには，参考文献にあげられた定期刊行物の名称か
ら学外の図書館・図書室・資料室を利用したものも存在する。学外の利用機関としては，東京
都社会福祉総合センター福祉情報資料室（本年より閉鎖），鉄道弘済会社会福祉部福祉資料室，
東京都労働資料センター，安田生命社会事業団ライブラリー，東京ウイメンズプラザ図書資料
室等があげられる。また，国立国会図書館を利用した者もいた。
　これら参考文献を学生が掲げた文献一覧の一部を表示したものが，表一12と表一13である。
前老は大学関係の紀要・論集で，後者は短期大学および専門学校の紀要・論集である。表一12
には，全部で82種類の文献があげられ，三一13には24種類の文献があげられた。全体的に，立
正大学が発行している文献を採用した学生は多かったが，他大学の文献を採用した場合，図書
館や図書室のどこに当該文献が設置されていたか，書架の場所によって採用に影響があるよう
に思われる。なお，ここに掲載された文献名は，学生の記載によったが，明らかに文献名が間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一95一
学生が関心を有する福祉領域（山口）
違っていると思われる名称は，訂正してある。以上の文献以外に，参考文献としてあげられた
定期刊行物としては「社会福祉学」，「社会福祉研究」，「障害者問題研究」，「児童心理」，「児童
養護」，「子どもの虐待とネグレクト」，「季刊社会保障研究」，「月刊福祉」，「厚生の指標」，「月
刊総合ケア」，「ソーシャルワーク研究」等があげらた。
V　さいごに
　以上のことから，学生の提示した題目や参考文献は，学生の大学における現在（2年次）ま
での学習に関係するものと思われる。すなわち，社会福祉の分野は幅が広く，学科に開設され
ている専門科目を学生は履修できる条件にあるが，2年次ということもあってその大半を履修
していない。たとえば，推定であるが，公的扶助や社会保障等の科目を履修していないことに
もよるであろうし，大学への入学以前の志望動機との関連（入学前のボランティア活動など）
や，時代の影響を受けての虐待問題関連が多くなっていることからも推定される。今後，多く
の社会福祉関連科目を履修することによって学生諸君のニーズは拡大し，視野の開けた人間性
が育まれるものと考える。
　また，参考文献の検索，利用の仕方に課題も残ったが，「定期刊行物とは何ですか……」，「論
文とは何ですか……」といった当初の質問から考えるには，学生はそれなりの成長があったも
のと思われる。学生の，今後の成長を期待したい。
　なお，この報告は，社会福祉学科2年次生を主として実施した結果である。講義「研究法の
基礎」のまとめとともに，学生がどのような考えを持っているか，今後も継続的に調査を行な
いたい。
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表一1　社会福祉全般的な題目
社会福祉サービス
福祉サービス利用者の権利養護
福祉全般
社会福祉の状況
社会福祉の歴史
福祉サービス
研究論文
新世紀における制度・福祉
福祉全般
福祉サービス
福祉全般
福祉全般
福祉全般
社会福祉の学問分野
変化する福祉
福祉サービス
日本の少子・高齢化
福祉とノーマライゼーション
表一2　高齢者福祉関係の題目
老人福祉
高齢者を取り囲む環境
痴呆性高齢者
介護保険
老人福祉の現状
高齢者福祉
高齢者福祉
地域福祉と在宅ケア
在宅介護
高齢者福祉支援
老人に関する諸事情
高齢者福祉
高齢者福祉
介護福祉土養成
高齢者の介護
高齢者の生活と環境
高齢者におけるQO1」のあり方
高齢者福祉に関する介護問題
老人福祉・介護
在宅介護・ホームヘルプ・高齢者虐待
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　　介護
　　介護保険制度と地域福祉
　　高齢者の介護実態
　　介護についての知識
　　高齢化社会関連に伴う実態
　　高齢化社会
　　高齢者ケア・介護保険
　　老人福祉
　　ソーシャルワーク及び痴呆性高齢者
　　高齢老の自立
　　高齢者福祉
　　痴呆性高齢者と介護保険
　　在宅介護問題
　　豊かな高齢期に向けて
　　高齢社会
　　高齢者福祉
　　高齢化社会の問題と対策
　　介護保険制度
　　高齢化社会における福祉サービス
　　介護保険制度
　　高齢者福祉
　　高齢者福祉
　　在宅・施設における介護と問題
　　介護保険制度
　　介護保険
　　在宅福祉
　　高齢者問題
　　高齢者の住居改善
　　高齢者福祉
　　介護保険制度
　　老人福祉・地域福祉
　　高齢者福祉
　　老人福祉の実態と在り方
　　老人・介護保険
　　老人看護
　　介護保険制度とその問題点
　　老人福祉
　　介護保険
　　高齢者
　　高齢者の介護問題
　　高齢化社会
　　在宅ケア
　　21世紀の老人福祉
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高齢者福祉でのボランティア活動
介護保険
介護保険
介護保険
介護保険制度
高齢者の排泄ケア
痴呆とグループホーム
高齢者虐待
海外の高齢者福祉
痴呆老人介護
介護保険制度の諸問題
高齢老のレクリヱーション
痴呆性高齢者とそのケア
高齢者と地域ケア
高齢者の生活
介護保険制度の1年経過後の状況
老人の心理
高齢者の介護
介護保険制度の実施と成果
介護保険制度に関する諸問題
高齢者施設での入浴
高齢者福祉
痴呆高齢者を取り巻く地域社会
痴呆性高齢者ケア
ケアマネージャーの職務
高齢者の介護
老いた親の心理
介護保険制度
介護保険
介護保険制度の抱える問題と展望
介護保険実施後の問題
高齢者のリハビリテーション
介護保険
1年が経過した介護保険
介護保険
在宅ケア
高齢者の在宅福祉
老人の痴呆
高齢者の生活環境
介護保険制度
介護保険制度の問題点と今後
高齢者福祉の動向
高齢者福祉
介護保険
表一3　障害者福祉関係の題目
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障害者
精神分裂症
障害者福祉
聴覚障害，障害児・者，地域福祉
障害者
障害者福祉
障害者福祉
知的障害
障害者
障害児・者
障害者福祉
障害者福祉
自閉症・ダウン症・知的障害
自閉症の実態と特性
知的障害児・者
バリアフリー
障害児・者
障がい者スポーツ
障害者関連
自閉症
障害者の状況
アセスメント・自閉症・その他
障害者
障害者
障害者の状況
自閉症児
精神障害者の社会参加
障害者の状況
精神障害者
障害者の周囲
障害者と社会の影響
障害者教育の状況
障害者
障害者問題
障害者福祉
学習障害
精神障害者への就労支援
障害者福祉
障害者と社会
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知的障害
障害者
障害者福祉
障害児
知的障害者（児）の現状
障害児教育の在り方
障害者福祉
障害者福祉
障害者福祉
知的障害者および身体障害老
精神障害者福祉・精神保健福祉
障害者福祉・児童福祉・精神医学
知的障害者福祉
学習障害児の教育の現状・在り方
知的障害老を主とする障害者福祉
障害者
障害者についての動向
障害をキーワードとした論文
自閉症の理解，教育，就労
自閉症
聴覚障害児（者）の社会生活・現状
知的障害者
障害者に対する偏見
障害者の就労問題
障害児教育と教育を受けた障害者
障害児の教育
障害者の自立
障害児・者
障害者の雇用
障害者の自立
障害児教育
障害者のノーマライゼーション
障害別問題
障害老福祉のバリアーフリー
自閉性障害者の発達
自閉症
障害者を取り巻く問題
障害者福祉とノーマライゼーション
障害者の「バリアフリー」
障害児教育の歴史と関連施策
障害児の教育
障害者の権利養護
障害者の状況
障害老の実状
障害者の移動手段のニーズと現状
障害者のバリアフリー
表一4　虐待関係の題目
　　　虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待を考える視点，研究手段
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童虐待
　　　児童福祉
　　　虐待
　　　子供の虐待
　　　児童虐待研究の動向
　　　児童・女性・高齢者への虐待・援助
　　　児童虐待
　　　児童虐待・青少年心理
　　　虐待
　　　増加する児童虐待とその実態
　　　児童虐待問題
　　　児童の虐待
　　　児童虐待
　　　未成年犯罪・児童虐待
　　　　児童虐待防止法
　　　　児童虐待
　　　　児童虐待と児童の発達心理
　　　　児童虐待
　　　　児童虐待
　　　　児童福祉問題の児童虐待
　　　　児童虐待防止法施行
　　　　被虐待児の援助方法・防止法
　　　　児童虐待の実態
　　　　児童虐待
　　　　児童虐待
　　　　児童虐待
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児童の虐待
児童虐待の養護的分野
児童虐待
子供の虐待の防止
児童虐待
児童虐待と育児
虐待問題に関する研究論文
児童虐待
児童の虐待
さまざまな角度からの児童虐待研究
現代の児童虐待
児童の虐待
虐待問題
様々な視点からの児童虐待
児童（小児）虐待問題
児童虐待
児童虐待の心のケアと理解
児童虐待
児童福祉一児童虐待一
児童虐待の現状と課題
児童虐待問題
児童虐待
近年の児童虐待
青少年犯罪と発達障害の関係
少年非行の現状と法による対応
少年犯罪一犯罪の現状と社会の対応一
児童の権利一子どもの権利条約から一
青少年の心理や非行・犯罪
表一6　地域福祉関係の題目
住民参加と地域福祉計画
地域福祉
福祉コミュニティ
社会保障論・地域福祉論
コ　ミ　ュニアイ
地域における社会福祉活動
地域社会における福祉調査
地域におけるバリアフリー
ボランティア活動
ボランティア活動の現状と課題
ボランティア活動
都市交通におけるバリアフリー
表一7　医療福祉関係の題目
表一5　児童福祉関係の題目
児童福祉
保育・障害児・虐待
児童福祉
児童福祉
児童分野
児童福祉
児童福祉
児童福祉
養護学校における諸計画と実際
児童福祉
児童のいじめ
盲・聾・養護学校のあり方
児童福祉における児童心理
児童・思春期の心理一学校現場から一
子どもの権利
いじめ
不登校児の心と置かれている環境
ターミナルケア
医療ソーシャルワーク
てんかんの外来診療
うつ病の治療経過と影響・特性
死についての諸研究
我が国の近年のターミナルケア
LD・ADHD
医療と福祉
うつ病の治療経過と影響・特性
人間のストレス
表一8　家族福祉関係の題目
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家族福祉の展開
現代の親子関係
少年犯罪と家族構造の変遷
日本の家族関係
家族
現代の母子関係
家族
人間の福祉　第12号（2002）
家庭・家族に関する論文
表一9　福祉職関係の題目
ソーシャルワーク研究
ソーシャルワーク
ソーシャルワーカーの今後
福祉専門職のあり方
福祉職の育成とその問題点
社会福祉専門職の養成
生活の質
心理学
様々な魚島の調査
現代的な意義を見出す仏教福祉
社会福祉における情報化
表一12　学生が参考にした大学研究紀要等一
　　　　覧と人数
刊　行　物　名 人　数
表一10　公的扶助関係の題目
社会保障
対象別の社会保障
各種の保障
社会保障
エデュケア（大阪教育大学）　　　　　　　　1
ヒューマンサイエンス（神戸女学院大学大学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
フィールド＆リサーチ（日本社会事業大学）　2
ボランティア人間科学：紀要（大阪大学大学院）3
表一11福祉関連の題目
人間福祉
学校問題
青年期における心理的特性
アジアにおける諸問題
心理学的研究
心理学
少年活動
健康
環境の人的影響
第三者のかかわり，地域のかかわり
海外の医療・社会福祉
心の病
教育現場におけるカウンセリング機能
日本における様々な福祉
福祉用具の方向性
社会福祉の権利養護
福祉における心のケア
従軍慰安婦
現代の家族
女性の権利
社会福祉施設の経営
QOb
ITと社会福祉
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青森県立保健大学紀要
岩手県立大学社会福祉学部紀要
大谷大学学生相談室研究紀要
大面女子大学紀要
岡山県立大学保健福祉学部紀要
感性福祉研究所年報（東北福祉大学）
関西福祉大学研究紀要
九州社会福祉研究（西九州大学）
京都ノートルダム女子大学研究紀要
久留米大学文学部紀要
群馬大学教育学部紀要
群馬大学社会情報学部研究論集
研究紀要（聖カタリナ女子大学）
研究紀要（聖徳大学）
研究紀要（つくば国際大学）
研究所年報（明治学院大学）
現代福祉研究（法政大学）
皇學館大学社会福祉学部紀要
皇宮館大学社会福祉論集
駒澤大学大学院社会学研究会誌
駒澤大学保健体育学部研究紀要
埼玉県立大学紀要
児童画研究（聖徳大学）
児童相談研究（東洋大学）
社会学・社会福祉学研究（明治学院大学）
社会学部紀要（関西学院大学）
社会事業研究（日本社会事：業大学）
???????????????
学生が関心を有する福祉領域（山口）
社会福祉（日本女子大学）　　　　　　　　　8
社会福祉学研究（神戸女学院大学）　　　　　2
社会福祉学部卒業論文要約集（立正大学）　　11
社会福祉実践分析研究報告書（大正大学大学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
社会福祉論叢（日本社会事業大学大学院）
社会論集（関東学院大学）
淑徳社会福祉研究
淑徳大学社会学部研究紀要
淑徳大学大学院研究紀要
純恥曝代福祉研究（長崎寸心大学）
上智大学社会福祉研究
人文学報（東京都立大学）
聖徳大学児童学研究紀要
西南女学院大学紀要
総合福祉研究室年報（淑徳大学）
大学院研究年報（中央大学）
大正大学カウンセリング研究所紀要
天理大学社会福祉学研究室紀要
東海大学健康科学部紀要
同志社社会福祉学
同志社大学大学院社会福祉学論集
東北福祉大学研究紀要
名古屋大学社会教育文献研究
西九州大学紀要
日本社会事業大学研究紀要
日本女子大学社会福祉学会誌
日本福祉大学研究紀要
日本福祉大学大学院修土論文要旨集
人間科学（常磐大学）
人間科学論究（常磐大学大学院）
人間関係学研究（大弓女子大学）
人間の福祉（立正大学）
梅花女子大学文学部紀要
発達臨床研究紀要（東洋大学）
花園大学社会福祉学部研究紀要
弘前大学生涯学習教育研究センター年報
福祉研究論集（日本社会事業大学大学院）
福祉社会研究（京都府立大学）
佛教福祉学（種智院大学）
法学部学生論集（大東文化大学）
法政大学大学院紀要
北星論集（北星学園大学）
11
?????????????????????
武蔵野女子大学現代社会学部紀要
横浜国立大学研究紀要
立教大学コミュニティ福祉学部紀要
立教大学社会福祉研究
立正社会福祉研究
立正大学社会学・社会福祉学論叢
立正大学社会福祉学会大会講演要旨集
立正大学社会福祉研究所年報
龍谷大学社会学部紀要
???????
表一13　学生が参考にした短期大学・専門学校
　　　　の研究紀要等一覧と人数
刊　行　物　名 人　数
ソーシャルワーカーへの道（立正大学
　　短期大学部社会福祉科）
和泉短期大学研究紀要
大阪体育大学短期大学部研究紀要
共栄児童福祉研究
研究紀要（佐野国際情報短期大学）
研究紀要（長崎ウエスレヤン短期大学）
研究紀要（松本短期大学）
滋賀文化短期大学研究紀要
淑徳短期大学研究紀要
生活福祉論集（弘前学院短期大学）
東横学園女子短期大学紀要
富山短期大学紀要
富山福祉短期大学紀要福祉研究論集
新潟中央短期大学暁星論業
福祉と人間科学（群馬松下福祉短期大学）
保育研究（郡山女子大学短期大学部）
立正大学短期大学部紀要
立正大学短期大学部社会福祉科専門ゼ
　　ミナール論集
研究紀要（日本福祉教育専門学校）
研究紀要（横浜国際福祉専門学校）
東京福祉専門学校紀要
東北介護福祉研究（福島介護i福祉専門学校）
南海福祉専門学校紀要
?????????
?????
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